後漢洛陽城の可視領域と皇帝陵との空間関係 : 洛陽都城圏の様相に関する基礎的考察 by 茶谷 満









































北西方向に 5 基、南東方向に 6 基の皇帝陵が存在することで多くの研究者間で考えがまと
まっている。 




































また気候は大陸性季節風区の温帯に属し、年間平均気温は 14℃前後、降水量は 600mm 程
度で日照時間も多い。こうした恵まれた自然環境、特に邙山南麓のなだらかな地形は日当
 






















































































                                                  
3 光武帝原陵、明帝顕節陵については文献の記載および墳形の観察から方墳との見解が多い
























なお、ベースとなる地理情報は、標高データ＝SRTM30、地形図＝旧ソ連製 10 万分の 1
中国地形図であり、CORONA 衛星画像と Google Earth を併用して、墳丘墓の位置および
城壁の形状等を確認した。可視領域分析にはカシミール 3D を用い、キャプション挿入など

















                                                  
4 標高データで SRTM30 秒メッシュを使用する場合、カシミール 3D の可視領域計算で広
範囲を指定する場合に精度が落ちることが明記されている。（カシミール 3D オンラインマ
ニュアル http://www.kashmir3d.com/kash/manual/index.htm） 
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図 3 劉家井大墓（筆者撮影） 
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図 4 後漢洛陽城および後漢皇帝陵分布図、旧ソ連製 10 万分の 1 地形図（112°E 34°20′




図 5 霊台址（筆者撮影） 
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図 6 後漢洛陽城からの可視領域、旧ソ連製 10 万分の 1 地形図（112°E 34°20′N ～ 
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図 7 洛陽都城圏模式図（塩沢2003を援用して筆者作成） 
 
 
 
